
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 10～11 年の発掘調査で千代南原遺跡第Ⅶ地点から出土した木簡

2 点は、千代古代寺院（千代廃寺）に関連する資料として、小田原市は

もとより神奈川県内の古代の歴史を解明する上で大変貴重な文字資料

であることから、平成 25年に小田原市指定文化財に指定されました。 

本講演会では、この 2点の木簡が市指定となったことを記念し、神奈

川県内から出土した古代の木簡を含めて千代南原遺跡第Ⅶ地点出土の

木簡を再検討します。 

 講演 １  13:35～14:10 小池 聡（株式会社盤古堂） 

（仮題）『千代南原遺跡第Ⅶ地点出土の木簡』 

 

 講演 ２  14:10～15:05 田尾 誠敏（東海大学非常勤講師） 

（仮題）『発掘調査から見た千代寺院の姿』 

 

 講演 ３  15:20～16:35 鈴木 靖民（横浜市歴史博物館館長） 

（仮題）『神奈川県内出土の木簡とその意義』 

ご来場の際には、公共交通機関をご利用ください 

 

定 員： 180 名 
（事前申込不要・当日先着順） 

参加費無料・入退場自由 

主    催：小田原市教育委員会 

問い合わせ：小田原市文化部文化財課  電話：０４６５－３３－１７１５ 

関連イベント 

◇最新出土品展 2013（入場無料） 

平成 25年 11月 9日（土）～24日（日） 9：00～17：00 

小田原市立かもめ図書館集会室（２階） 

◇平成 25年小田原市遺跡調査発表会（入場無料） 

平成 25年 11月 24日（日） 10：00～16：40 

小田原市立かもめ図書館視聴覚ホール（２階） 

 


